
JP 2010-48617 A 2010.3.4

10

(57)【要約】
【課題】ＬＰガスボンベ内のガスの残量管理をガスボン
ベの設置場所に係わらず正確に管理できるガスメータを
提供する。
【解決手段】ＬＰガスボンベとガス供給管で接続したガ
スメータであって、ガス流路中に、該ガス流路を通過す
るガス流量を測定する流量センサと共に、該ガス流路内
のガス圧力を測定する圧力センサと、該ガス流路内のガ
ス温度を測定する温度センサと、を備え、ガス流量が測
定されたときの、ガス圧力とガス温度から産気率を算出
する産気率演算手段と、ガス流量から積算されたガス量
と産気率とからガスの使用重量を算出する重量演算手段
と、ＬＰガスボンベに充填したときのガス重量からガス
の使用重量を差し引くことによって、残存ガス重量を算
出する残存重量演算手段と、残存ガス重量が所定値以下
か否かを判定する残量不足判定手段と、残存ガス重量が
所定値以下と判定された場合、その旨を通知する制御手
段と、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＰガスボンベとガス供給管で接続したガスメータであって、ガス流路中に、該ガス流
路を通過するガス流量を測定する流量センサとともに、該ガス流路内のガス圧力を測定す
る圧力センサと、該ガス流路内のガス温度を測定する温度センサと、を備え、前記流量セ
ンサによりガス流量が測定されたときの、前記圧力センサによるガス圧力と前記温度セン
サによるガス温度の測定値に基づいて産気率を算出する産気率演算手段と、前記流量セン
サにより測定されたガス流量を積算する流量積算手段と、前記流量積算手段により積算さ
れたガス量と前記産気率とからガスの使用重量を算出する重量演算手段と、ＬＰガスボン
ベに充填したときのガス重量から前記ガスの使用重量を差し引くことによって、残存ガス
重量を算出する残存重量演算手段と、前記残存ガス重量が所定値以下か否かを判定する残
量不足判定手段と、前記残量不足判定手段により前記残存ガス重量が所定値以下と判定さ
れた場合、その旨を通知する制御手段と、を備えることを特徴とするガスメータ。
【請求項２】
　請求項１に記載のガスメータにおいて、メッセージを表示する表示手段を備え、前記制
御手段は、前記残量不足判定手段によりガス残量不足と判定された場合に、その旨のメッ
セージを前記表示手段に表示することを特徴とするガスメータ。
【請求項３】
　請求項１に記載のガスメータにおいて、外部通信機器と通信を行う通信手段を備え、前
記制御手段は、前記残量不足判定手段によりガス残量不足と判定された場合に、その旨の
メッセージを前記通信手段により前記外部通信機器に通知することを特徴とするガスメー
タ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガスの残量管理をガス重量で行うガスメータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、各家庭に設置されているＬＰガスボンベは、２０ｋｇ、５０ｋｇタイプが一般
的であり、２０ｋｇ、若しくは５０ｋｇのガスを使用し終わる少し前にＬＰガスボンベの
交換を行っている。
　このため、ガスメータにはガスの使用量を管理する残量監視機能が備わっており、ガス
の使用量（ｍ３）が予め設定された使用量（ｍ３）になると、ガス切れ間近としてセンタ
ーへ通報している。
【０００３】
　また、一般に、ガスの産気率（液化石油ガス１０ｋｇを完全気化させたときのガス発生
量ｍ３を表す。）は、周囲温度に応じて変動するため、ガスメータの設置地域毎に異なる
と言える。
【０００４】
　例えば、沖縄県では、液化石油ガス１０ｋｇに対するガス発生量は約４.８０ｍ３であ
るのに対して、北海道では、液化石油ガス１０ｋｇに対するガス発生量は約４.６９ｍ３

である。このため、同じ液化石油ガス１０ｋｇを使用しているにもかかわらずガス発生量
が異なっている。
【０００５】
　上記の産気率を利用したガスメータとして、特許文献１のガスメータがある。
　このガスメータは、メータの設置地域に対応した産気率に基づいて定めた補正係数を記
憶しておき、その補正係数を使用して地域毎に使用料金を補正している。
【特許文献１】特開２００６－２７５８６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　上述のように、ガスメータの残量監視機能では、監視すべきガスの使用量（ｍ３）を予
め設定しておくが、この使用量（ｍ３）は、地域や季節などによって発生するガス量が異
なるため地域や季節などを考慮して設定する必要がある。
【０００７】
　例えば、図３に示すように、５０ｋｇのＬＰガスボンベ内にＬＰガスが充填されており
、ＬＰガスを５分の４使用した時にＬＰガスボンベの交換を行うものとする。
　しかし、従来の使用量（ｍ３）による監視では、例えば、北海道での産気率を約４.６
９、沖縄での産気率を約４.８０とした場合、実際のガス使用重量４０ｋｇに対して、北
海道では１８.７６ｍ３、沖縄では１９.２０ｍ３となったときに、ＬＰガスボンベの交換
を行わなければならない。
　したがって、従来の使用量（ｍ３）による監視では、地域により設定する判定値を考慮
する必要が生じる。
　さらに、この産気率は温度によって変動するため、同じ北海道であっても高地と低地で
は気温が相違しているため、産気率を一定の値として上記の判定値を決定するわけにはい
かない。
【０００８】
　本発明は、上述のような実情に基づいてなされたものであって、ＬＰガスボンベ内のガ
スの残量管理をガスボンベの設置場所に係わらず正確に管理できるガスメータを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述の課題を解決するために、本発明のガスメータは、ＬＰガスボンベとガス供給管で
接続したガスメータであって、ガス流路中に、該ガス流路を通過するガス流量を測定する
流量センサとともに、該ガス流路内のガス圧力を測定する圧力センサと、該ガス流路内の
ガス温度を測定する温度センサと、を備え、前記流量センサによりガス流量が測定された
ときの、前記圧力センサによるガス圧力と前記温度センサによるガス温度の測定値に基づ
いて産気率を算出する産気率演算手段と、前記流量センサにより測定されたガス流量を積
算する流量積算手段と、前記流量積算手段により積算されたガス量と前記産気率とからガ
スの使用重量を算出する重量演算手段と、ＬＰガスボンベに充填したときのガス重量から
前記ガスの使用重量を差し引くことによって、残存ガス重量を算出する残存重量演算手段
と、前記残存ガス重量が所定値以下か否かを判定する残量不足判定手段と、前記残量不足
判定手段により前記残存ガス重量が所定値以下と判定された場合、その旨を通知する制御
手段と、を備えている。
【００１０】
　当該ガスメータに、メッセージを表示する表示手段または外部通信機器と通信を行う通
信手段を備え、前記制御手段が、前記残量不足判定手段により前記残存ガス重量が所定値
以下と判定された場合に、その旨のメッセージを前記表示手段に表示、または、前記外部
通信機器に通知するものとしてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、ＬＰガスボンベ内のガスの残量管理をガスボンベの設置場所に係わら
ず正確に管理することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明に係る好適な実施形態について説明する。
　図１は、本発明のガスメータに係る実施形態の構造を示すブロック図である。
　このガスメータ１０は、ＬＰガスボンベ等から供給されるガスをガス流入口１から内部
に導き、内部に形成されたガス流路３を経由してガス流出口２から消費者のガス機器（図
示しない）に送り出すように構成されている。
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【００１３】
　ガス流路３には、ガス流路３内を通流するガスの温度（℃）を検出する温度センサ１２
、ガス流路３を流れるガスの使用流量（ｍ３）を検出する流量センサ１３、ガス流路３内
を通流するガスの圧力（ｍｍＨ２Ｏ）を検出する圧力センサ１４が設けられている。
【００１４】
　また、ガスメータ１０の内部には制御部（制御手段）１１が設けられており、この制御
部１１には、温度センサ１２、流量センサ１３、圧力センサ１４が接続されている。
　さらに、制御部１１には、ガスの使用量や警報メッセージを表示する表示部１５および
外部通信機器２０との通信を行なうための通信部１６が接続されている。
【００１５】
　制御部１１は、ガスメータ１０の全体を制御する制御プログラムを記憶するメモリと、
この制御プログラムを実行するマイクロコンピュータから構成されている。
　制御部１１は、温度センサ１２からのガス温度、流量センサ１３からのガスの使用流量
、圧力センサ１４からのガス圧力とＬＰガスボンベに充填されていたガスの重量（ｋｇ）
とに基づいて、ＬＰガスボンベの中のガスの残存重量を監視する。
　また、制御部１１は、上記のガスの残存重量が所定の閾値（重量）より少なくなったこ
とを判断して、通信部１６に制御信号を送ることにより、ガス切れ間近である旨を予め設
定していた通知先に通知する。この通知先としては、ガスメータの管理センタや消費者が
あり、集合住宅のような場合には管理人等がある。
【００１６】
　表示部１５は、ＬＥＤ（発光ダイオード）、ＬＣＤ（液晶表示素子）といった表示部材
から構成され、制御部１１からの制御信号に応じて、流量センサの故障やガス漏れ、ガス
の残量不足等の状態が生じた場合に、その旨を表すメッセージを表示する。
【００１７】
　通信部１６は、図示しない有線または無線の回線を介してガスメータの管理センタに設
置された外部通信機器２０に接続されており、制御部１１からの制御信号に応じて、通常
は、ガスの積算使用量を管理センタに送り、流量センサの故障やガス漏れ、残量不足等の
状態が生じた場合には、その旨を表すメッセージを予め設定しておいた通知先に送る。
【００１８】
　次に、制御部１１の処理手順について説明する。
　図２は、本実施形態に係るガスメータ１０の制御部１１の処理手順を示すフローチャー
トである。
　流量センサ１３にてガスの使用流量の測定が行われ、ガスの使用流量を積算したガス使
用量Ｑを算定し（ステップＳ１）、温度センサ１２にてガス流路内のガス温度Ｔの測定（
ステップＳ２）と、圧力センサ１４にてガス流路内のガス圧Ｈを測定する（ステップＳ３
）。
【００１９】
　測定したガス温度Ｔとガス圧Ｈを用いて、次の式１で産気率Ｖを求める（ステップＳ４
）。
【００２０】



(5) JP 2010-48617 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

【数１】

【００２１】
　次に、求めた産気率Ｖから測定したガス使用量Ｑを次の式２を用いて、重量Ｋに変換す
る（ステップＳ５）。
　重量Ｋ＝（ガス使用量Ｑ）／（産気率Ｖ）×１０ｋｇ　　・・・　（式２）
【００２２】
　次に、（ＬＰガスボンベに充填したときガス重量Ｚ）から（ステップＳ５で計算した重
量Ｋ）を差し引くことによって、ＬＰガスボンベ内のガスの残量（Ｚ－Ｋ）を算出する（
ステップＳ６）。ここで、ＬＰガスボンベに充填したときのガス重量Ｚ（ｋｇ）およびガ
ス残量不足と判定する所定の閾値Ａ（ｋｇ）は、ＬＰガスボンベをガスメータ１０に取り
付けたときに、ガス販売員が設定するものとする。
【００２３】
　次に、ＬＰガスボンベ内のガスの残量（Ｚ－Ｋ）が予め設定された所定の閾値Ａより少
ない場合には（ステップＳ７でＹＥＳ）、「残量不足である」旨を表示部１５に表示する
とともに、通信部１６に制御信号を送ることにより、「残量不足である」旨を予め設定し
ていた通知先の外部通信機器２０に通知する（ステップＳ８）。
【００２４】
　一方、ＬＰガスボンベ内のガスの残量（Ｚ－Ｋ）が予め設定された所定の閾値Ａより多
い場合には（ステップＳ７でＮＯ）、残量が充分であるとして次の流量センサ１３からの
信号を監視する。
【００２５】
　以上の構成により、ガスメータの設置場所ごとに産気率を算出できるので、ガスメータ
毎に使用されたガスの重量を正確に算出することができ、ＬＰガスボンベ内に残っている
ガス残量をガスボンベの設置場所に係わらず正確に管理することができる。
【００２６】
　尚、本発明は上述した実施形態に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で各種
の変形、修正が可能であるのは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明のガスメータに係る実施形態の構造を示すブロック図である。
【図２】本実施形態に係るガスメータの制御部の処理手順を示すフローチャートである。
【図３】異なる地域におけるガスの残量を従来の監視方法で行ったときの不具合点を説明
する図である。
【符号の説明】
【００２８】
１…ガス流入口、２…ガス流出口、３…ガス流路、１０…ガスメータ、１１…制御部、１
２…温度センサ、１３…流量センサ、１４…圧力センサ、１５…表示部、１６…通信部、
２０…外部通信機器。
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